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【手続補正書】
【提出日】平成25年1月22日(2013.1.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コンポーネントキャリア（ＣＣ）再配分の際に、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ
）伝送をサポートする方法であって、
　第１のＣＣを使用してＨＡＲＱプロセスを開始することと、
　第２のＣＣを配分することと、
　該第１のＣＣから該第２のＣＣに該ＨＡＲＱプロセスをマッピングすることと、
　該第２のＣＣを使用して該ＨＡＲＱプロセスと関連付けられた残りのＨＡＲＱデータを
伝送することと
　を含む、方法。
【請求項２】
　前記第１のＣＣと前記第２のＣＣとの間のマッピングに関する情報を伝送することをさ
らに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第１のＣＣと前記第２のＣＣとの間のマッピングに関する情報は、マッピングテー
ブルを使用して表される、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記第１のＣＣと前記第２のＣＣとの間の情報は、順序付けられたＣＣのリストを使用
して表される、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記第１のＣＣと前記第２のＣＣとの間の情報は、信号伝達プロトコルを使用して伝送
される、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記信号伝達プロトコルは、無線リソース制御（ＲＲＣ）プロトコルである、請求項５
に記載の方法。
【請求項７】
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　前記信号伝達プロトコルは、メディアアクセス制御（ＭＡＣ）信号伝達である、請求項
５に記載の方法。
【請求項８】
　前記第１のＣＣと前記第２のＣＣとの間のマッピング情報は、半静的構成を使用して、
伝送される、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　割り当てられたＣＣの数量は、対応する新しく再割り当てされたＣＣの数量以下であっ
てもよく、いかなるＨＡＲＱデータも廃棄されない、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　割り当てられたＣＣの数量は、対応する新しく再割り当てされたＣＣの数量より大きく
てもよく、マッピングされていないＣＣを使用して伝送される少なくともいくつかのＨＡ
ＲＱデータは、廃棄される、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　コンポーネントキャリア（ＣＣ）再配分の際に、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ
）伝送をサポートする方法であって、
　第１のＣＣを使用してＨＡＲＱプロセスと関連付けられたＨＡＲＱデータを受信するこ
とと、
　該第１のＣＣと第２のＣＣとの間のマッピングに関する情報を受信することと、
　該第２のＣＣを使用して該ＨＡＲＱプロセスと関連付けられた残りのＨＡＲＱデータを
受信することと
　を含む、方法。
【請求項１２】
　前記第１のＣＣと前記第２のＣＣとの間のマッピングに関する情報を受信することをさ
らに含む、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記第１のＣＣと前記第２のＣＣとの間のマッピングに関する情報は、信号伝達プロト
コル、半静的構成、または、その両方を使用して受信される、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　コンポーネントキャリア（ＣＣ）再配分の際に、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ
）伝送を促進するアクセスノードであって、
　第１のＣＣを使用してＨＡＲＱプロセスを開始することと、
　第２のＣＣを配分することと、
　該第１のＣＣから該第２のＣＣに該ＨＡＲＱプロセスをマッピングすることと、
　該第２のＣＣを使用して該ＨＡＲＱプロセスと関連付けられた残りのＨＡＲＱデータを
伝送することと
　を行うように構成されているプロセッサを含む、アクセスノード。
【請求項１５】
　コンポーネントキャリア（ＣＣ）再配分の際に、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ
）伝送を促進するユーザ機器（ＵＥ）であって、
　第１のＣＣを使用してＨＡＲＱプロセスと関連付けられたＨＡＲＱデータを受信するこ
とと、
　該第１のＣＣと第２のＣＣとの間のマッピングに関する情報を受信することと、
　該第２のＣＣを使用して該ＨＡＲＱプロセスと関連付けられた残りのＨＡＲＱデータを
受信することと
　を行うように構成されているプロセッサを含む、ユーザ機器。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００２
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【０００２】
　技術が発達するにつれて、以前には可能ではなかったサービスを提供することができる
、より高度なネットワークアクセス機器が導入されてきた。本ネットワークアクセス機器
は、従来の無線電気通信システムにおける同等の機器の改良であるシステムおよびデバイ
スを含む場合がある。そのような高度または次世代の機器は、ロング・ターム・エボリュ
ーション（ＬＴＥ）またはＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄ（ＬＴＥ－Ａ）等の進化型無線通信
規格に含まれ得る。例えば、ＬＴＥまたはＬＴＥ－Ａシステムは、従来の基地局ではなく
、Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃ
ｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋ（Ｅ－ＵＴＲＡＮ）ノードＢ（ｅＮＢ）、無線アクセスポイント
、または類似コンポーネントを含む場合がある。本明細書で使用されるように、用語「ア
クセスノード」は、従来の基地局、無線アクセスポイント、ＬＴＥまたはＬＴＥ－Ａ　ｅ
ＮＢ、あるいはＵＥまたは中継ノードを電気通信システム内の他のコンポーネントにアク
セス可能にする受信および伝送範囲の地理的領域を創出する、ルータ等の無線ネットワー
クの任意のコンポーネントを指すであろう。本書では、用語「アクセスノード」および「
アクセスデバイス」は、互換可能に使用され得るが、アクセスノードは、複数のハードウ
ェアおよびソフトウェアを備えてもよいことが理解される。
本発明は、例えば、以下を提供する。
（項目１）
　コンポーネントキャリア（ＣＣ）再配分の際に、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ
）伝送をサポートする方法であって、
　第１のＣＣを使用してＨＡＲＱプロセスを開始することと、
　第２のＣＣを配分することと、
　該第１のＣＣから該第２のＣＣに該ＨＡＲＱプロセスをマッピングすることと、
　該第２のＣＣを使用して該ＨＡＲＱプロセスと関連付けられた残りのＨＡＲＱデータを
伝送することと
　を含む、方法。
（項目２）
　上記第１のＣＣと上記第２のＣＣとの間のマッピングに関する情報を伝送することをさ
らに含む、項目１に記載の方法。
（項目３）
　上記第１のＣＣと上記第２のＣＣとの間のマッピングに関する情報は、マッピングテー
ブルを使用して表される、項目１に記載の方法。
（項目４）
　上記第１のＣＣと上記第２のＣＣとの間の情報は、順序付けられたＣＣのリストを使用
して表される、項目１に記載の方法。
（項目５）
　上記第１のＣＣと上記第２のＣＣとの間の情報は、信号伝達プロトコルを使用して伝送
される、項目１に記載の方法。
（項目６）
　上記信号伝達プロトコルは、無線リソース制御（ＲＲＣ）プロトコルである、項目５に
記載の方法。
（項目７）
　上記信号伝達プロトコルは、メディアアクセス制御（ＭＡＣ）信号伝達である、項目５
に記載の方法。
（項目８）
　上記第１のＣＣと上記第２のＣＣとの間のマッピング情報は、半静的構成を使用して、
伝送される、項目１に記載の方法。
（項目９）
　上記割り当てられたＣＣの数量は、上記対応する新しく再割り当てされたＣＣの数量以
下であってもよく、いかなるＨＡＲＱデータも廃棄されない、項目１に記載の方法。
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（項目１０）
　上記割り当てられたＣＣの数量は、上記対応する新しく再割り当てされたＣＣの数量よ
り大きくてもよく、マッピングされていないＣＣを使用して伝送される少なくともいくつ
かのＨＡＲＱデータは、廃棄される、項目１に記載の方法。
（項目１１）
　コンポーネントキャリア（ＣＣ）再配分の際に、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ
）伝送をサポートする方法であって、
　第１のＣＣを使用してＨＡＲＱプロセスを開始することと、
　第２のＣＣの配分を決定することと、
　該第２のＣＣを分配する前に、該第１のＣＣを使用する該ＨＡＲＱプロセスの完了まで
待機することと、
　該第２のＣＣにおいて別のＨＡＲＱプロセスを開始することと
　を含む、方法。
（項目１２）
　将来の伝送のために使用されないであろう、割り当てられたＣＣのサブセットを予想す
ることと、
　上記ＣＣを再配分する前に、該割り当てられたＣＣの予想されるサブセットを、ＨＡＲ
Ｑデータを伝送するために使用しないことと
　をさらに含む、項目１１に記載の方法。
（項目１３）
　上記第２のＣＣに関する情報を伝送することをさらに備える、項目１１に記載の方法。
（項目１４）
　上記第２のＣＣに関する情報は、信号伝達プロトコルを使用して伝送される、項目１３
に記載の方法。
（項目１５）
　上記第２のＣＣに関する情報は、半静的構成を使用して伝送される、項目１３に記載の
方法。
（項目１６）
　コンポーネントキャリア（ＣＣ）再配分の際に、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ
）伝送をサポートする方法であって、
　第１のＣＣを使用してＨＡＲＱプロセスを開始することと、
　第２のＣＣを配分することと、
　ＨＡＲＱプロセスの完了前に、該第１のＣＣを使用する伝送を中断することと、
　該第２のＣＣを使用して新しいＨＡＲＱプロセスを使用する伝送を再開することと
　を含む、方法。
（項目１７）
　上記第２のＣＣに関する情報を伝送することをさらに備える、項目１６に記載の方法。
（項目１８）
　上記第２のＣＣに関する情報は、信号伝達プロトコルを使用して伝送される、項目１７
に記載の方法。
（項目１９）
　上記第２のＣＣに関する情報は、半静的構成を使用して伝送される、項目１７に記載の
方法。
（項目２０）
　コンポーネントキャリア（ＣＣ）再配分の際に、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ
）伝送をサポートする方法であって、
　第１のＣＣを使用してＨＡＲＱプロセスと関連付けられたＨＡＲＱデータを受信するこ
とと、
　該第１のＣＣと第２のＣＣとの間のマッピングに関する情報を受信することと、
　該第２のＣＣを使用して該ＨＡＲＱプロセスと関連付けられた残りのＨＡＲＱデータを
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受信することと
　を含む、方法。
（項目２１）
　上記第１のＣＣと上記第２のＣＣとの間のマッピングに関する情報を受信することをさ
らに備える、項目２０に記載の方法。
（項目２２）
　上記上記第１のＣＣと上記第２のＣＣとの間のマッピングに関する情報は、信号伝達プ
ロトコル、半静的構成、または両方を使用して受信される、項目２１に記載の方法。
（項目２３）
　コンポーネントキャリア（ＣＣ）再配分の際に、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ
）伝送をサポートする方法であって、
　第１のＣＣを使用してＨＡＲＱプロセスと関連付けられたＨＡＲＱデータを受信するこ
とと、
　第２のＣＣに関する情報を受信することと、
　該ＨＡＲＱプロセスと関連付けられた任意の受信したＨＡＲＱデータを廃棄することと
、
　該第２のＣＣを使用して再伝送されたデータを受信することと、
　を含む、方法。
（項目２４）
　上記第２のＣＣに関する情報を受信することをさらに備える、項目２３に記載の方法。
（項目２５）
　上記第２のＣＣに関する情報は、受信した信号伝達プロトコル、半静的構成、または両
方を使用して受信される、項目２４に記載の方法。
（項目２６）
　コンポーネントキャリア（ＣＣ）再配分の際に、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ
）伝送を促進するアクセスノードであって、
　第１のＣＣを使用してＨＡＲＱプロセスを開始することと、
　第２のＣＣを配分することと、
　該第１のＣＣから該第２のＣＣに該ＨＡＲＱプロセスをマッピングすることと、
　該第２のＣＣを使用して該ＨＡＲＱプロセスと関連付けられた残りのＨＡＲＱデータを
伝送することと
　を行うように構成されるプロセッサを備える、アクセスノード。
（項目２７）
　コンポーネントキャリア（ＣＣ）再配分の際に、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ
）伝送を促進するアクセスノードであって、
　第１のＣＣを使用してＨＡＲＱプロセスを開始することと、
　第２のＣＣの配分を決定することと、
　該第２のＣＣを分配する前に、該第１のＣＣを使用する該ＨＡＲＱプロセスの完了まで
待機することと、
　該第２のＣＣにおいて別のＨＡＲＱプロセスを開始することと
　を行うように構成されるプロセッサを備える、アクセスノード。
（項目２８）
　コンポーネントキャリア（ＣＣ）再配分の際に、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ
）伝送を促進するアクセスノードであって、
　第１のＣＣを使用してＨＡＲＱプロセスを開始することと、
　第２のＣＣを配分することと、
　該ＨＡＲＱプロセスの完了前に、該第１のＣＣを使用する伝送を中断することと、
　該第２のＣＣを使用してデータの伝送を再開することと
　を行うように構成されるプロセッサを備える、アクセスノード。
（項目２９）
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　コンポーネントキャリア（ＣＣ）再配分の際に、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ
）伝送を促進するユーザ機器（ＵＥ）であって、
　第１のＣＣを使用してＨＡＲＱプロセスと関連付けられたＨＡＲＱデータを受信するこ
とと、
　該第１のＣＣと第２のＣＣとの間のマッピングに関する情報を受信することと、
　該第２のＣＣを使用して該ＨＡＲＱプロセスと関連付けられた残りのＨＡＲＱデータを
受信することと
　を行うように構成されるプロセッサを備える、ユーザ機器。
（項目３０）
　コンポーネントキャリア（ＣＣ）再配分の際に、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ
）伝送を促進するユーザ機器（ＵＥ）であって、
　第１のＣＣを使用してＨＡＲＱプロセスと関連付けられたＨＡＲＱデータを受信するこ
とと、
　第２のＣＣに関する情報を受信することと、
　該ＨＡＲＱプロセスと関連付けられた任意の受信したＨＡＲＱデータを廃棄することと
、
　該第２のＣＣを使用して再伝送されたデータを受信することと
　を行うように構成されるプロセッサを備える、ユーザ機器。
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